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事例�

永澤社長

菊半裁両面印刷機

印刷現場だけでなく営業でも高年齢者が活躍

�山王プリント（中央支部）

株式会社山王プリント（永澤明夫社長）は、

６０歳定年後、年齢制限を設けずに希望者全員を

引き続き雇用する継続雇用制度を４年前から実

施している。従業員１３名のうち６０歳以上の高年

齢者は５名。印刷営業や印刷オペレーターとし

て活躍している。

岩通のA２判CTPセッターを導入

山王プリントは、モノクロのページ物印刷を

主体にした印刷会社。２年前に中央区築地の一

等地に自社ビルを購入して、地の利を生かした

営業活動を展開している。印刷設備は、菊半裁

両面機、A３判両面機各１台が稼動している。

かつてはアナログの A２判ダイレクト製版機

を使っていたが、現在は岩通の A２判 CTPセッ

ターを導入し、ピンクマスターによる CTPを実

現している。「主にウインドウズデータ系のペー

ジ物を CTPで印刷しています。ピンクマスター

ですから、価格競争力はあります」と、永澤社

長はピンクマスターの CTPで菊半裁の印刷が

できるメリットを強調。すでに仕事の８割を

CTP化している。

ピンクマスターの CTPセッターは、A３判の

機械を導入している企業は多いが、A２判の機

械を持っているところはそれほど多くない。価

格競争が厳しい今、モノクロのページ物で大き

な威力を発揮している。仲間仕事に関しては、

ダイレクト製版の仕事は引き受けていないが、

データ支給による CTP印刷は受注してくれる

そうだ。

一方、モノクロオンデマンド印刷機「ドキュ

テック」を７年前に導入。カラーオンデマンド

印刷機「カラードキュテック」を入れ、モノク

ロ、カラーのオンデマンド印刷も受注している。

カラーオンデマンドでも印刷機並みの高品質を

実現している。最近は表紙がカラー、本文がモ

ノクロという仕事も増えてきたという。顧客の

要望があれば、住所や名前などを差し替えて印

刷するバリアブル印刷にも応えているというこ

とだ。
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岩通の菊半裁 CTPセッター

カラーオンデマンド印刷機

オフィス系ソフト全バージョンを用意

山王プリントは、ウインドウズ系の仕事に強

いことが大きな特徴だ。当初はマッキントッシ

ュを中心としたシステム構成だったが、現在は

ウインドウズ中心のシステム構成に切り替えて

いる。

「ウインドウズソフトの全てのバージョンを

揃え、お客様の作成したデータを同じバージョ

ンで開き、全て検証するようにしています。そ

れによって、お客様が作成したものと同じもの

を確実に出力できます。頼めば何とかやってく

れるということで、お客様の信頼を得ています」

と永澤社長。ウインドウズで使われるオフィス

系のソフトは、別のバージョンで開くと組体裁

が崩れることがあるが、同じバージョンで開く

ことによって、そういったミスを防いでいるわ

けだ。また、マッキントッシュとウインドウズ

に同じソフトを搭載し、互換性を持たせるとい

った工夫も行っている。

年齢制限を設けない継続雇用制度

４年前に継続雇用制度を導入したのは、ちょ

うど継続雇用に該当する従業員がいたからだ。

現在、６０歳以上の従業員が印刷現場、製版現場、

営業といった部門で活躍している。このうち印

刷現場で働いている２人はいずれも６５歳以上。

「６０歳を過ぎると個人差が大きいですね。当社の

場合も、体力的には最高齢の人が一番若いので

はないでしょうか。まだ十分働けるのに辞めて

もらうのはもったいないから、年齢制限を設け

ないで継続雇用制度を導入しました。体力的に

大丈夫だというのであれば、いつまで働いても

らっても構わないと思っています。新人を教育

しても辞めてしまう人が多いので、すごく助か

っています。年金を満額もらっている人もいま

すから、双方が納得する給与で働いてもらって

いますが、私より裕福なのではないかと思いま

す。人件費を抑えることができ、助成金をもら

うこともできますからメリットは大きいです

ね」と、永澤社長は高年齢者を雇用するメリッ

トを強調する。

昨年、新たに６０歳を超えた人を営業マンとし

て採用している。「顔は広いですし、飛び込み営

業も平気ですから、若い人よりもすごいですよ。

年金をもらい始めるので管理職はできないとい

うことなのですが、歩合制ではなく固定給で来

てもらっています。現場だけではなく、経験が

生かされる部署はあると思います。営業はとく

にそうかもしれません」と、永澤社長は現場だ

けでなく営業マンなど高年齢者の活躍する場が

あることを指摘する。ただし、DTPやオンデマ

ンド印刷は若い社員が担当しているそうだ。

●�山王プリント
中央区築地４‐３‐３

tel．０３‐３５４４‐０１６１ fax．０３‐５５５０‐６２３３

３



事例�

山根社長

東京工場の印刷設備

製本設備も揃っている

従業員の健康を考え、元気な限りは雇用

�エポ（港支部）

株式会社エポ（山根昭亮社長）は、定年年齢

は６０歳のままだが、７０歳までの継続雇用制度を

設けている。元気な限りは雇用するというのが

山根社長の方針で、山口県岩国市にある印刷工

場では、６０歳以上の従業員３名が元気に働いて

いる。

仙台で組版し、岩国で印刷

エポは東京に営業部門を置き、仙台に組版・

編集部門、岩国に印刷工場を持つ印刷会社。３

ヵ所の拠点をネットワークで結ぶことによっ

て、ページ物印刷を低価格、短納期で提供する

ことを実現している。

元々は岩国で事業を展開していたが、山根社

長が５０歳のとき、単身で東京に乗り込んできた

という。その後、仙台に組版・編集部門を設立

し、一貫生産体制を確立した。

岩国の印刷工場には、菊半裁４色機２台、菊

全判２色機１台、B３判単色機１台、A３判両面

機４台などの印刷機、サーマル CTPセッター、

製本設備などが揃っている。急ぎの仕事に対応

するため、東京にも軽オフ両面印刷機２台と製

本設備を用意している。

「１ヵ所でも外注があると納期に影響します

から、印刷から製本まで一貫して生産できる体

制にしています」と、山根社長は納期を最優先

していることを強調する。さらに、菊半裁８色

機の導入も検討している。

また、岩国から東京に発送する際、印刷物に

キズがつかないようきちんと箱詰めするシステ

ムも作っているそうだ。

４



パートを活用してコストダウン

仙台の組版・編集部門は３１年前にスタートし

た。写植の時代から、家庭の主婦を在宅オペレー

ターとして使っているが、現在でも責任者３名

以外は全員が在宅パートだ。

当初は写植で組版を行っていたが、いち早く

富士通のワープロを導入。その後、電子組版機

を設備し、効率的な文字組版を実現してきた。

マッキントッシュへの取り組みも早く、山根社

長自らアメリカに赴き、まだ生産機として認め

られる以前に導入を図っている。

「将来はパソコンの時代が来るので、少しでも

早く技術を身につけておこうと考えました。ア

メリカから帰ってすぐに５台のマックを入れ、

在宅オペレーターに勉強させました。育てれば

必ず大きくなると思ったのです」と、山根社長

はその経緯を説明する。

仙台で在宅オペレーターを育て、その結果、

低価格で組版・編集を行うことができる体制を

確立した。「仙台がなければ、今のエポはなかっ

たと思います。仕事は忙しいときも、暇なとき

もあります。オペレーターは全員が在宅パート

ですから、その辺の融通が利くわけです。それ

と、東北の人は辛抱強い血統を受け継いでいま

すから、面倒臭い仕事も粘り強く最後まで処理

してくれる几帳面さがあります」と、仙台の在

宅パートを高く評価する。

在宅パートに対しては、「ご主人や子供に迷惑

をかけないで、いつ帰ってもお母さんがいる家

庭にしてください、時間をへそくりして、それ

を仕事に当ててください、と言っています」と

いうことで、山根社長はあくまでも在宅パート

が仕事と家庭を両立できることを第一に考えて

いる。

このように仙台の在宅オペレーターを利用

し、印刷を山口県で行うことによって、エポは

他の印刷会社に劣らぬ価格競争力を実現してい

る。インターネットをはじめとする通信網の整

備、宅配便などによる物流体制の確立なども、

地方に生産拠点を持つ会社には追い風になって

いると言えるだろう。

一貫した工程のわかる人間を活用

エポで継続雇用されている６０歳以上の高年齢

者は３名。いずれも岩国の印刷工場で働いてい

る。高年齢者が楽に仕事ができるよう４色機を

最新のハイテク機に入れ替えるなど、心配りに

も余念がない。

継続雇用について山根社長は、「我々の仕事は

重労働ではありませんから、元気な限りは雇用

するようにしています。そのほうが健康も保て

ますし、給料も入ります。年金も入りますから、

慣れた仕事で収入が増えることになります。そ

うやって高年齢者に働いてもらうことは、若い

人が安心して働くことができるということにも

つながると考えています」と語る。かつて在籍

していた事務員には８２歳まで働いてもらったと

いうことだ。

もちろん、長年印刷業に携わってきた従業員

のノウハウを有効活用するという意味もある。

「デジタル化される中、データのことは部分的に

わかっても、一貫した工程のわかる人間が少な

いのが現状です。初めから終わりまで、一貫し

た工程のわかる人間が必要なのです」。

ただし、「６０歳を過ぎる頃から体力に差が出て

きます。一律にはできない面がありますから、

年齢で決めることはできません。話し合いを行

い、本人が勤めたければ元気な限り働いてもら

うという形にしています」と、山根社長は年齢

による体力差よりも個人差のほうが大きいこと

を指摘する。

●�エポ
港区虎ノ門１‐２４‐１３ 土田ビル

tel．０３‐３５９１‐５７２８ fax．０３‐３５０８‐１２４４

（近く千代田区霞ヶ関３‐３‐６‐５に移転を予定）

５



事例�

有薗社長

CTPセッター

小森の菊半裁４色機

体を壊さないよう高年齢者の労働時間をセーブ

�サンコー（千代田支部）

株式会社サンコー（有薗克明社長）は、平成１４年

に希望者全員を６５歳まで雇用する継続雇用制度

を導入した。目的は高年齢者の技術を有効に活用

することだが、これによって年間１２０万円の継続

雇用定着促進助成金を４年間もらい続けている。

製版業から印刷業へ転身

サンコーは写真製版業者として業績を伸ばし

てきた企業。CTP化によるフィルムレスが進む

中、平成１４年にリョービ DI菊四裁４色機、１６年

に小森菊半裁４色機を導入、印刷業者への転身

を図ってきた。さらに１７年にはモリサワのカ

ラーオンデマンド機を入れ、オンデマンドの分

野にも乗り出している。

「印刷会社が小ロットのカラー印刷で困って

いて、フィルム出力をやっているのなら印刷ま

でやってほしいという要望があったのです。そ

れで DI機を入れたのですが、２ヵ月でフル稼

働しました。菊半裁の要望も多く、２年後に小

森の菊半裁４色機を入れました。菊半裁はすぐ

にフル稼働というわけにはいきませんでした

が、２年ぐらいで採算ラインを超え、現在はフ

ル稼働の状態になっています」と、有薗社長は

印刷を始めた経緯を説明する。

平成１７年に導入したカラーオンデマンド機

は、オンデマンド印刷の受注だけでなく、自社

のカラープリンターとしても利用している。バ

リアブルのソフトも搭載し、バリアブル印刷に

も対応できるようになっている。

仲間仕事を中心に印刷の受注を増やし、現在、

印刷関連の売上げが５０％に達し、印刷業者に近

い業態となっている。写真製版業者として培っ

てきたカラー製版のノウハウが印刷においても

発揮された結果と言えるだろう。

６



リョービの DI機

品質を重視でデザイン部門も強化

元々写真製版業者からスタートしていること

もあり、サンコーは DTP部門も充実している。

スタッフは８名で、このうち２名がデザイナー

だ。また、画像処理の専門要員が２名いて、DTP

のオペレーターがそれぞれ画像処理をするので

はなく、専門のスタッフが行うことによって、

高い品質を確保している。

「普通のオペレーターがやってもそこそこの

ものはできますが、専門家が画像処理をするこ

とによって垢抜けた色の使い方ができ、きれい

に仕上がります。出来上がったものを見ると、

その違いがわかります」と、有薗社長は色への

こだわりを見せる。

東京グラフィックス会員企業からの要望があ

れば、画像処理だけの要望にも応えてくれるそ

うだが、できれば印刷まで発注してほしいとの

ことだ。

色校正関係の設備も、富士フイルムの DDCP

「ファインチェッカー」、インクジェット校正機

「カレイダ」が揃い、カラーデータのチェックが

確実にできるようになっている。ただし、導入

しているサーマル CTPセッターは菊半裁判で、

セッター出力だけの受注には応じていない。

「デザイン部門を充実し、いろんな企画提案が

できる形になってきました。プレゼンを出して

取れる仕事も増えてきました。刷りだけではな

く、企画勝負に勝てる会社を目指していきたい

と考えています」と、有薗社長は企画段階から

の直受注を増やしていく方針だ。

工程管理・手配で高年齢者が活躍

継続雇用に関しては、平成１４年に希望者全員

を６５歳まで雇用する継続雇用制度を設けてい

る。継続雇用定着促進助成金を４年間もらって

いたが、対象となる従業員が退職したため、現

在はもらっていないということだ。

「６０歳で辞めるのは、あまりにも早すぎます。

絶対に外せない人もいますし、その仕事ができ

る人を簡単に見つけることはできませんから、

６５歳ぐらいまでは働いてもらわないと困りま

す」と有薗社長。高年齢者の働ける場としては、

印刷の工程管理、平台色校正の手配、校正のチ

ェックなど、重労働ではないが、長年のノウハ

ウを必要とする業務を挙げる。また、現在も若

干ながら残っているフィルムのレタッチ作業

も、DTP作業しか知らない若い社員にはできな

い作業だ。

ただし、高年齢者を継続雇用する場合、実際

にはさまざまな問題点も存在する。「マックを知

らないと管理ができないという問題がありま

す。また、時間的にもセーブしてあげないと、

体を壊してしまいます。当社の場合、時間を区

切って、仕事がなければ休んでよいという形に

しています」と有薗社長は語り、高年齢者を継

続雇用する場合は十分な配慮が必要であること

を指摘する。

●�サンコー
墨田区亀沢４‐２１‐３

tel．０３‐５６０８‐５７４１ fax．０３‐５６０８‐５７４４

７



事例�

伊藤社長

従業員全員の承諾書を取って就業規則改定

�アイト（文京支部）

株式会社アイト（伊藤弘見社長）は、平成１７

年９月に希望者全員を６５歳まで雇用する継続雇

用制度を導入している。この際、代表者の意見

書だけではなく、従業員全員の承諾書を取ると

ともに、退職金規程を見直すという大きな改革

を行っている。

活版からタイプオフへ

アイトは、大手印刷会社に１３年間勤務してい

た伊藤社長が昭和４７年に創業した会社。かつて

活版の植字課などで生産管理の仕事を担当し、

活版印刷の知識は豊富だったが、伊藤社長が手

がけたのは活版印刷ではなく、タイプオフセッ

ト印刷だった。

「活版印刷よりもタイプオフセット印刷のほ

うがきれいに仕上がることがわかり、１年半ぐ

らいタイプオフセット印刷を習いに行きまし

た。会社を始めて半年後にリョービの横送りの

軽オフを入れたのですが、すぐに仕事が忙しく

なり、機械さえあれば仕事が入ってきました」

と、伊藤社長はその当時を振り返る。

一時は軽オフ４台を設備し、名刺からページ

物印刷、色物まで、さまざまな仕事を手がけて

いた。このように仕事が増えた理由について伊

藤社長は、「一番の良さは納期を遅らせなかった

ことです。品質も安定していて、他社よりミス

が少なかったことも大きいですね。製版や組版

のノウハウを持っていたことも役立ちました」

と語る。このあたりは、大手印刷会社で生産管

理の仕事をしていた経験が生きているところ

だ。また、品質を重視し、縦送りではなく横送

りの機械を選んだことも、顧客の信頼を得る大

きな要素となった。

編集・出版事業も展開

現在は、従業員９名、菊四裁単色機２台とい

う規模。CTPは導入せず、現在でもダイレクト

製版が中心だ。組版・編集部門では、３名のス

タッフがウインドウズとマッキントッシュで作

業を行っている。

アイトが一般の印刷会社と違うのは、取材・

原稿作成・出版編集のできるスタッフが２名い

て、企画段階から顧客の要望の応えられること

だ。アイトは、自費出版でも実績を持つ印刷会

社で、伊藤社長自ら独自の自費出版マニュアル

を作り、ブームになる前から自費出版を手がけ

てきた。これまでもかなりの数の出版物を制作

してきたが、６年前に出版社に勤めていた娘の

谷口美保さんが入社したことにより、さらに幅

広く編集・出版事業を展開することになった。

谷口さん自身が取材・原稿作成・編集のキャ

リアを持っているが、フリーのライターや編集

者のネットワークを持ち、そういったスタッフ

を使うことによって、あらゆる取材や原稿作成
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アイトの組版・編集部門

アイトの印刷設備

を行うことが可能となっている。自費出版だけ

ではなく、出版社からも印刷と編集・制作を合

わせて請けている。もちろん、東京グラフィッ

クス会員企業からも、要望があれば取材や原稿

作成のお手伝いをしてくれるということだ。

また、４月には伊藤社長が会長になり、谷口

さんが代表取締役社長に就任することが決まっ

ている。谷口さんのご主人は、かつて大手印刷

会社の営業マンだったが、現在はアイトで営業

を担当している。今後は、出版・編集事業をベー

スに二人三脚でさらに印刷受注を広げていくこ

とになりそうだ。

若い従業員を養成する余力はない

高年齢者の雇用に関しては、定年は６０歳が、

代表者の意見書と全員の承諾書を取り、希望者

全員を６５歳まで雇用する継続雇用制度を導入し

ている。この際、退職金規程の見直しも行って

いる。「就業規則の賃金の支払いの項から退職金

規程を外しました。その代わり、一旦、これま

での分を精算した上で、賃金に上乗せして従業

員の名儀で積み立てを行うとともに、福利厚生

の意味も含めて全額会社負担の生命保険に加

入。本人には年に一度、実績報告が通知されま

すし、退職時には全額本人に手渡すことになっ

ています」と、伊藤社長は継続雇用を約束する

と同時に退職金規程の見直しによって将来の負

担を軽減していることを説明する。

現在、６０歳以上の高年齢者は２名。そのうち

１名が印刷オペレーターだ。「印刷関係について

は、若い従業員を養成する余力はありませんか

ら、高年齢者に頼らざるを得ないのが現状です」

と伊藤社長。DTPのオペレーターになりたがる

人は多いが、印刷オペレーターを希望する人は

ほとんどいないというのが現状で、小規模企業

が若い従業員を印刷オペレーターとして採用す

るのは簡単なことではない。やはり、確かな技

術を持つベテランのオペレーターになるべく長

く勤めてほしいというのが本音だ。

その一方で、「１年ごとの延長だから、常用の

正社員よりも気が楽です」と伊藤社長は語り、正

社員よりも使いやすいことを強調する。軽オフ

の仕事の先行きが見えない中、１年契約で待遇

を決めることができる継続雇用制度は、小規模

企業にとっては使いやすいものと言えるだろう。

印刷現場では、刷り上がった印刷物や在庫の

紙を全てキャスターに載せ、移動が楽にできる

工夫をしている。このキャスターは伊藤社長が

考案した特注品で、１０台ぐらいが用意されてい

る。高年齢者を継続雇用するために導入したわ

けではないが、作業負担を軽減するのに大いに

役立っている。

●�アイト
千代田区神田神保町１‐１２ 太陽堂ビル

tel．０３‐３２９４‐３３４４ fax．０３‐３２９４‐９４２８
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事例�

上中社長

広芸インテックの本社ビル

労使協定を結んで再雇用基準、再雇用期間を決定

�広芸インテック（城南支部）

株式会社広芸インテック（上中康則社長）は、

平成１８年４月に再雇用制度を整備している。従

業員の代表と労使協定を結んで再雇用基準、再

雇用期間などを決定。再雇用期間は、当初は６３

歳までだが、段階的に６５歳まで引き上げること

になっている。

栃木県矢板市に印刷工場を建設

広芸インテックは、DTP・印刷を行う広芸、旅

行代理店などの電算処理を行う広芸電算セン

ター、原稿作成を行ういすゞインテック、梱包・

発送の KIシッピングが合併することによって

誕生した会社。東京グラフィックスの理事とし

て業界を牽引された初代の上中悠嗣社長が平成

１５年に逝去され、平成１８年からは上中康則氏が

３代目の社長に就任している。

上中社長は、情報工学系の学部を卒業したあ

と、コンピュータ系の会社を経て広芸インテッ

クに入社した。ずっと営業を担当していたが、

平成１５年に取締役に就任した。「３年間かけて各

部門の部門長を担当し、駆け足的に会社のこと

を知ることに努めました。その結果、似たよう

な部門がたくさんあることがわかり、１年半前

にそれまでの１３部門を営業、制作、生産、管理

の４部門に集約しました」ということで、上中

社長は会社全体を把握することに努め、社内の

整備も行ってきた。

広芸インテックの従業員数は２２０名。栃木県矢

板市の印刷工場では、菊全判両面機３台、菊半

裁両面機１台などの印刷機が稼動している。

テクニカルライターの存在が強み

広芸インテックの特徴は、社内にテクニカル

ライターを抱え、原稿作成から受注できること

だろう。「当社はいすゞと一緒に原稿作りをして

いたという強みがあります。同じ会社の中に

DTP部門や印刷部門がありますから、後工程を

考えた原稿作りを行い、一貫した物作りが得意

な部分となっています」と、上中社長は説明す

１０



広芸インテックの矢板工場

印刷工場の内部

る。原稿作成から受注できることが、安定した

受注につながっているのだ。

いすゞインテックの時代は、いすゞのマニュ

アルやカタログのテクニカルライティングがほ

とんどだったが、現在はいすゞ以外の顧客から

もテクニカルライターの仕事を受注していると

いうことだ。

「あくまでも技術資料を中心として、情報を一

元管理していくことを目指したいと考えていま

す」と、今後は情報の一元管理でさらに安定受

注を確立していきたい考えだ。

８項目にわたる再雇用基準を設定

印刷工場は１３年前にできたこともあり、定年

に達する従業員はいない。高年齢者の継続雇用

の対象になるのはほとんどテクニカルライター

ということだ。平成１８年４月に再雇用制度を導

入し、現在３名がその対象となっている。

「テクニカルライターの仕事は、簡単に技術継

承できる分野ではありませんから、第一線でや

ってもらう形と、サポートしてもらう形、もし

くは教育を担当してもらう形で、６０歳を過ぎて

働いてもらっている人がいます。制度的には去

年の４月からですが、前からそういう形で働い

ていただいています。そういう意味で、非常に

重要な人材だと思っています」と上中社長は語

り、以前から高年齢者を継続雇用してきたこと

を強調する。

広芸インテックの継続雇用対象者は、労使協

定によって決められた再雇用基準によって決定

され、会社の認める条件を了承すれば嘱託とし

て再雇用されることになっている。その主な内

容は、�定年後も会社に精勤する意思があると
認められること、�過去５年間、懲戒処分を受
けていないこと、�事務技術職は直近３年間の
賞与査定、上級職は直近３年間の能力評価査定

が平均 C以上であること、�会社内において協
調性があり、勤務態度が良好と認められる者、

�過去３年間無断欠勤がないこと、�健康診断
の結果を産業医が判断し、健康面で支障がない

と認められること、�自宅もしくは自己の用意
する住居より通勤可能な者、�疾病による就業
禁止に適合していないこと－が挙げられてい

る。

また、再雇用期間は、平成１８年４月１日から

１９年３月３１日までの６０歳定年到達者が６３歳、１９

年４月１日から２１年３月３１日までの６０歳定年到

達者が６４歳、２１年４月１日以降の６０歳定年到達

者が６５歳という形で労使協定を締結し、就業規

則に明記している。

●	広芸インテック
大田区大森中１‐１０‐６

tel．０３‐３７６５‐０６１７ fax．０３‐３７６５‐０６３８
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事例�

鈴木社長

東京技術協会の本社ビル

労働組合の了承も取り付け、順調な滑り出し

�東京技術協会（港支部）

株式会社東京技術協会（鈴木將人社長）は、

従業員代表と労使協定を結び、基準に該当する

者を継続雇用する再雇用制度を平成１８年４月か

ら施行している。平成１８年度の継続雇用の年齢

は６２歳だが、段階的に６５歳まで引き上げること

になっている。

得意はテクニカルイラストレーション

東京技術協会は、メーカーのマニュアル、パー

ツカタログなどの原稿・イラスト作成から印刷

までを請け負う印刷会社。テクニカルライティ

ングのスタッフ４名、テクニカルイラストレー

ションのスタッフ１５名が在籍していることが特

徴で、原稿およびテクニカルイラストレーショ

ン作成の売上げが５０％を上回っている。

中でも得意とするのが、分解図などのテクニ

カルイラストレーションだ。外観図などの場合

は写真をトレースすることもできるが、図面か

ら分解図を起こすには独特の技術が必要とな

る。最近は３DCADのデータからイラストを起

こすことも可能になっているが、分解図をイラ

ストとして起こす下図のトレース作業は今でも

手書きのほうが多いという。専属の外部スタッ

フに下図のトレースを手配し、３DCADやイラ

ストレーターを使って、出来上がってきたもの

を編集するのが社内スタッフの主な作業だ。

「今はテクニカルイラストの学校もないので、

社内で育てているのが現状です。最近は図面か

らイラストを起こすマンパワーが不足する会社

も多いようで、仲間仕事の依頼も増えています」

と鈴木社長は語り、同業者の仲間仕事も引き受

けていることを強調する。

もちろん、３DCADのソフトも積極的に導入

している。顧客の要望に合わせて４種類のソフ

トを入れているが、３DCADを使ってもそれほ

ど効率が良くなるわけではない。「お客様は３

DCADを使うと、劇的に効率が上がると思われ

ますが、直しは手作業になりますから、それほ

ど価格が下げられるわけではありません。また、

古い図面の場合は手作業で行わなければなら

ず、全てを３DCADで行うわけにはいきませ

ん」と、鈴木社長は３DCADでそれほどコスト

ダウンを図ることができない理由を説明する。
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テクニカルイラスト部門

過去のデータもしっかり保存

とは言っても、テクニカルイラストレーショ

ンを手がける企業はそれほど多くないため、東

京技術協会の強みのひとつとなっている。

一方、DTP、印刷などの印刷関係の部門には１３

名のスタッフがいる。導入している印刷機は菊

全判単色機１台。オーバーした仕事は外注に頼

っている。CTPセッターを導入し、外注に出す

際も刷版支給にしている。

東京技術協会が受注可能なテクニカルイラス

トレーションは、建築以外の工業系全般。DTP

や印刷までトータルではなく、テクニカルイラ

ストレーションだけの依頼にも応えてくれるそ

うだ。

実際には以前から再雇用を実施

再雇用制度の導入では、従業員代表との労使

交渉もスムーズにいったという。東京技術協会

には労働組合があるが、現在、組合員数は従業

員５８名のうち８名だけで、労働組合の代表が従

業員代表というわけではないが、労働組合の了

承も取り付け、順調な滑り出しとなった。

再雇用の基準は、出退勤の率、健康状態、過

去２年間の社内査定などに基づいたものとなっ

ている。労働組合からは査定制度の基準につい

て意見書が出されているが、会社側は以前から

より透明性の高い新査定制度の準備に着手して

おり、近いうちに導入を予定している。

現在、６０歳以上で再雇用されている従業員は

４名。その内訳は DTP・印刷部門が３名、営業

が１名となっている。再雇用制度はできたばか

りだが、実際には以前から再雇用を行っている。

「会社が必要とする従業員に対しては、以前か

ら運用で再雇用を行ってきました。今まで大事

な仕事をやってきてもらって、６０歳になったか

らやめてくれと言うわけにはいきません。会社

が仕事を続けてほしい人で、本人が仕事をやっ

ていくことが可能な状況であれば、年齢に関係

なく働き続けてほしいと思っています」と鈴木

社長は語り、基準だけにこだわらず、会社にと

って貢献度の高い人材は積極的に再雇用してい

く考えだ。

再雇用の場合の賃金は、現役時代の６５％に減

額される。給与が減ると労働意欲の低下が心配

されるが、「責任感を持って、非常によくやって

くれています」と働きぶりを高く評価する。た

だし、最も気をつけなければならないのは体の

具合で、健康状態については十分に配慮してい

るということだ。

●東京技術協会

港区三田４‐８‐４１

tel．０３‐３４４４‐４３３１ fax．０３‐３４４５‐６８５５
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事例�

西川社長

デザイン部門

CTPセッター

高年齢者を工務や工程管理の担当者として活用

�西光美術（三多摩支部）

株式会社西光美術（西川亨社長）は、まだ継続

雇用に該当する従業員はいないが、希望者全員

を６５歳まで雇用する継続雇用制度をスタートさ

せている。１年ごとに契約を更新し、本人の意思

を確認するとともに、給与を決めていく予定だ。

３名のデザイナーが活躍

西光美術は元々製版業者で、２年半前まで西

光美術製版という社名だった。西川亨氏が社長

に就任したのをきっかけに、現在の社名に変更

している。現在はパートを入れて１５名という規

模。最近ではデザインから印刷まで一貫して直

受注するケースも増え、 DTPやフィルム出力、

CTP出力などの製版関連が６割、デザインが２

割、印刷が２割という売上げ構成になっている。

製版専業の時代は印刷会社の下請けが１００％だ

ったが、現在では６０％に低下している。

大日本スクリーンの四六半裁判 CTPセッ

ターなど製版関連の設備が充実し、DTP部門も

高い品質を実現している。とくにスキャナに関

しては、モニターを見て補正するのではなく、

数値で正確な色補正ができ、過去に培った製版

技術が生きている。

社内の編集設備はマッキントッシュを中心と

した DTPになっているが、特筆すべきは社内に

デザイナーが３名もいることだ。「カメラマンを

使うというほどのデザインはしていませんが、

チラシ、ポスター、広報誌など、さまざまなデ

ザインを受注しています。急ぎのデザイン制作

に応じてくれるところがなくて困っている印刷

会社も多く、印刷会社からの依頼も多いですね」

と、西川社長はデザインの需要が高いことを強

調する。DTP編集や CTP出力だけでなく、デザ

インについても仲間仕事に応じてくれるという

ことだ。
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新たに導入したカラーオンデマンド機

カラーオンデマンド印刷を開始

オフセット印刷機は導入していないが、今年

になって新たにコニカミノルタの「C６５」という

製本機能付きのカラーオンデマンド機を導入し

ている。

「今のところオフセット印刷機を入れるつも

りはありません。当社の刷版を使っていただい

ている印刷会社と共存共栄を考えているからで

す。オンデマンド機は、同業者にはすでに使っ

てもらっていますが、八王子には学校が多いの

で、学生の論文やレジュメも受注したいと思っ

ています。価格で勝負するのではなく、納期と

品質、お客様が困っているときの対応力で勝負

したいですね」と、西川社長はカラーオンデマ

ンドで新たな需要を掘り起こしていきたい考え

だ。

カラーオンデマンド機は菊四裁までしか印刷

できないが、幅１，２５０ミリの大判インクジェット

プリンターを備えており、さまざまな小ロット

カラー印刷に対応できるようになっている。

西光美術は早稲田に営業所を構えている。常

駐している営業マンは１人だけだが、山の手線

沿線ぐらいなら直接訪問することも可能だ。八

王子の本社と営業所の間は１日２便の定期便で

結んでいるので、時間のロスもそれほどない。

インターネットを使って、専用サーバー経由で

入稿することもできる。

継続雇用の該当者は２年後

継続雇用に関しては、定年は６０歳のままで、

希望者全員を６５歳まで再雇用する継続雇用制度

を導入している。しかし、今のところ制度に該

当する従業員はいない。２年後に６０歳を迎える

従業員がいるので、そのときに初めて制度が適

用されることになる。

今後、継続雇用した高年齢者をどのような仕

事を任せるのかが問題になるが、西川社長は実

務ではなく工務の仕事を任せようと考えてい

る。「これから定年を迎える従業員は、コンピ

ュータを熟知しているわけではありません。

CTPになるとフィルムではなく、いきなり刷版

が出力されますので、レタッチをすることもで

きません。手作業で行っていた技術も経験と勘

に頼っていた部分が多く、簡単に教えることは

できません。実務は若い従業員に任せ、高年齢

者には工務や工程管理の仕事をやってもらおう

と考えています。一番残ってほしいのは営業マ

ンです」とのことだ。

西光美術には西川社長を含めると５名の営業

マンがいるが、仕事の段取りや外注への手配は

営業マンが個別に行っているのが現状だ。「外注

先にバラバラに発注していますから、それが適

切かどうかわかりません。印刷の工務経験者の

人がいれば、定年後に当社に来ていただきたい

と考えています」と、西川社長は工務経験者を

採用して社内の整備を図りたいと考えている。

●西光美術

八王子市中野山王２‐５‐２２

tel．０４２６‐２３‐２２３５ fax．０４２６‐２３‐２２３６
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事例�

豊田社長

中央社の印刷部門

高年齢者を印刷オペレーターとして継続雇用

�中央社（城東支部）

株式会社中央社（豊田肇社長）は、平成１７年

に６５歳までの継続雇用制度を導入、高年齢者を

印刷オペレーターとして継続雇用している。出

勤時間を１週間３６時間に抑え、肉体的な疲労を

軽減するとともに、高年齢雇用継続基本給付金

が受給できるように配慮している。

中央社は、豊田社長の母親がタイプ印刷業者

として昭和３６年に創業した会社。昭和６３年に社

長交代を行っている。社長交代してからは、タ

イプライターを九州松下の電子組版機に切り替

えるなど電子化を推進。その後、ウインドウズ

とマッキントッシュを中心とする組版システム

を確立している。一時は従業員数１５名ぐらいま

で成長したが、現在は８名の規模となっている。

印刷設備はリョービの A３判両面機と単色機

が各１台。ピンクマスターを使ったダイレクト

製版が中心だが、品質の厳しいものは PS版を

使っている。印刷会社からの仲間仕事が中心で、

直受注は３５％程度。東京グラフィックス会員企

業からもモノクロ印刷なら受注できるというこ

とだ。

平成１７年に就業規則を改定し、定年は６０歳の

ままだが、希望者全員を６５歳まで雇用する継続

雇用制度を導入した。この適用を受けているの

は、平成１４年に６０歳になった印刷オペレーター。

本人の意思を確認した上で、毎年、嘱託契約を

結んで勤務を続けてもらっている。年金や高年

齢雇用継続基本給付金を考慮し、労働時間は週

３６時間に制限している。

若い社員を採用しにくい小規模企業にとっ

て、ベテランの印刷オペレーターは貴重な存在

だ。

「当社の印刷機は古い機械ですが、性能以上の

仕上げをしてくれています。機械のコンディシ

ョンが音だけでわかりますから、長年使ってい

るオペレーターに勝る者はいません」と、豊田

社長はその働きぶりを高く評価する。

●�中央社
中央区日本橋浜町２‐１９‐４ 豊受ビル３F

tel．０３‐３６６９‐２７０１ fax．０３‐３６６９‐２７０３
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事例�

吉野社長

富士印刷の印刷部門

高年齢者が貴重な戦力として活躍

富士印刷�（城南支部）

富士印刷株式会社（吉野主計社長）は、従業

員９名のうち６０歳以上が４名と、高年齢者の割

合が高い会社だ。定年は６０歳のままだが、希望

者全員を６５歳まで継続雇用する制度を設け、す

でに５年前から継続雇用定着促進助成金を受給

している。

富士印刷は、モノクロの業務用印刷や小ロッ

トのカラーオンデマンドを手がける地域密着型

の印刷会社。価格低下の影響を受け、売上げは

ピーク時の半分に減少し、従業員をかつての１５

名から９名へと減らしている。

印刷設備は B３判単色機１台、A３判単色機

２台、名刺印刷機１台。組版・編集のスタッフ

は２名で、ウインドウズとマッキントッシュを

使っている。

早い時期に岩通の CTPセッターを導入し、ピ

ンクマスターによる CTP化を実現したことが

特徴で、品質アップを実現するとともに、作業

効率を改善している。

高年齢者の継続雇用について吉野社長は、「健

康で働きたい人は、いつまでも仕事を続けても

らいたいと思っています。これから少子化で人

が少なくなりますから、高年齢者を継続雇用す

ることは、会社にとっても、働く人にとっても

必然になるのではないでしょうか」と語る。

現在、７５歳を筆頭に６０歳以上を４名雇用して

いるが、そのうち３名は印刷オペレーターだ。

若い人を採用してもすぐに辞めてしまうため、

それを補うという意味でも、高年齢者は貴重な

戦力となっている。

「最近は印刷オペレーターが辞めてしまった

ので印刷してほしいと、仲間仕事を頼まれるこ

とが結構あります」と吉野社長。定年を迎えた

ベテランの印刷オペレーターを継続雇用するこ

とによって、印刷機をこれまでどおりに動かす

ことができ、仲間仕事にも応えることが可能と

なっている。

●富士印刷�
品川区北品川２‐３０‐２

tel．０３‐３４７１‐３７０１ fax．０３‐３４７１‐３７４９
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事例�

佐藤社長

勇進印刷の印刷部門

再雇用制度と同時に育児休業、介護休業も整備

勇進印刷�（城北支部）

勇進印刷株式会社（佐藤節夫社長）は、平成

１０年４月という早い時期に定年後の再雇用制度

を整備している。定年は６０歳のままで、希望者

全員を６５歳まで継続雇用する形だ。就業規則の

改定にあたっては、育児休業、介護休業などの

規程も盛り込んでいる。

勇進印刷は、昭和３９年にタイプ印刷会社とし

てスタートした。かつてはタイピストだけでも

１０名いたということだが、現在は従業員６名の

規模となっている。

印刷設備は A３判両面機と単色機の２台。

CTPではなく、ダイレクト製版のピンクマス

ターで、主にモノクロの業務用印刷を行ってい

る。カラー印刷やロットの大きいものは外注に

頼っているが、小ロットのダイレクト印刷につ

いては仲間仕事を請け負うことも可能だ。一方、

組版・編集部門では、ウインドウズだけでなく、

モトヤの「エルウィン」も使っている。

継続雇用されている６０歳以上の高年齢者は２

名で、そのうち一人は営業部長。もう一人は版

下と工程管理を担当している。給与は現役のと

きの７割程度ということだ。継続雇用の際の給

与を半分程度に下げる企業が多い中、比較的待

遇をよくしていることが特徴だ。「６０歳を過ぎて

からの継続雇用ではそれほど給与を下げていま

せん」と佐藤社長は説明する。

社内はスペースが広く取られ、高年齢者でも

働きやすい設計。階段には転倒防止用の手すり

も備えられ、かなり高齢になっても安心な造り

となっている。

平成１８年４月からは６５歳の年齢制限を外す改

定を行い、本人が希望すればいつまでも勤務で

きるようにした。「自然の成り行きで６０歳を過ぎ

ても働いてもらう形になっています。できるこ

となら、６５歳をすぎても心身ともに丈夫なら働

いてほしいと思っています」と、佐藤社長は高

年齢者の活躍に期待を寄せる。

●勇進印刷�
板橋区大山金井町１０‐１４

tel．０３‐３９７３‐５２０６ fax．０３‐３９７３‐５８５６
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